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『中納言』について
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『中納言』の概要(約5分) https://youtu.be/AovMD2N4Qag
「コーパス検索アプリケーション『中納言』音声配信」(約5分)

https://youtu.be/XJTPLMj2yIs
「まとめて検索『KOTONOHA』」(約5分半)

https://youtu.be/CEdGQw1Wa28

https://youtu.be/AovMD2N4Qag
https://youtu.be/XJTPLMj2yIs
https://youtu.be/CEdGQw1Wa28


『中納言』で公開中のコーパス
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『日本語日常会話コーパス』モニター公開版

(2021.2.17より)
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(約16分半)
https://www.youtube.com/watch?v=7fSbEvbTmjc

※2018年度版（収録50時間分）を使用

https://www.youtube.com/watch?v=7fSbEvbTmjc


「中納言」の検索画面



オンライン検索システム「中納言」
４種類の検索法

① 短単位検索

② 長単位検索（日常会話コーパス・モニター版では未実装）

③ 文字列検索

④ 位置検索



オンライン検索システム「中納言」
４種類の検索法

① 短単位検索

② 長単位検索（日常会話コーパス・モニター版では未実装）

③ 文字列検索

④ 位置検索



文字列検索

①「文字列検索」のタブ
をクリックして選択

②検索したい文字列を入力
（例：「はい」）

③「検索」ボタンをクリック



文字列検索結果の例
（「はい」を分析した場合）



文字列検索結果の例

• 検索件数が冒頭に表示
• その下に検索結果がランダムに表示
（同じ語でも検索するごとに出力結果の順番は異なる）

• 表示件数は500件まで



文字列検索結果の例

ピンクの列：コーパスの基本情報

をクリック： 前後の音声を再生

「会話ID」をクリック： 前後の文脈の詳細な情報を表示



文字列検索結果の例
紫の列

検索キーと前後の文脈
形態論情報（あとで詳述）

※ 検索結果の上にあるボタンで表示する列を選択できる



文字列検索結果の例
緑の列（左側） 会話の基本情報
黄緑の列（右側） 話者の基本情報

※ 検索結果の上にあるボタンで
表示する列を選択できる



検索結果のダウンロード

② 「検索結果をダウンロード」ボタンをクリック
500件を超える検索結果も全てダウンロード可
非表示の情報（たとえば「発音」の情報など）もすべて含まれる

① 必要に応じて「ダウンロードオプション（設定を表示する）」をクリックして表示し
分析環境に合わせて適宜文字コード等を選択する



文字列検索の問題点

文字列として一致するものを検索しているだけ。

意図に反する検索結果が含まれている可能性あり。

感動詞「はい」以外の結果も
（出す分にはいんですけど）

適切な分析をするには形態論情報（短単位・長単位）を用いる！



オンライン検索システム「中納言」
４種類の検索法

① 短単位検索

② 長単位検索（日常会話コーパス・モニター版では未実装）
③ 文字列検索

④ 位置検索



短単位検索
①「短単位検索」タブ
をクリックして選択

②検索したい短単位の
情報を入力（例：「はい」）

③「検索」ボタンをクリック

文字列検索時 8,801件 → 8,115件の検索結果が見つかりました。



短単位として提供される基本情報



短単位の品詞

2字漢語+する（例：勉強する）
⇒ 名詞+動詞「する」

1字漢語+する（例：称する）
⇒ 動詞（活用型：サ変変格）

形容動詞（静かだ、堂々たる）
は存在しない
語幹⇨形状詞
語尾⇨助動詞「だ」「たり」

話し言葉に特有



語彙素で検索

❶

❷①検索対象
「語彙素」選択

②検索ワードを入力

例） 語彙素が「凄い」であるものを検索（書字形：すごい、すごく、すんごい、すげえ、etc）





後方共起条件を利用して検索

❶

例） 語彙素「凄い」に形容詞が後続する事例を検索

①「後方共起条件の追加」をクリック



例） 語彙素「凄い」に形容詞が後続する事例を検索

後方共起条件を利用して検索



例） 語彙素「凄い」に形容詞が後続する事例を検索

❷

② 後方共起の
検索対象として
「品詞」を選択

③ 品詞（大分類）として「形容詞」を選択❸

後方共起条件を利用して検索



例） 語彙素「凄い」に形容詞の連体形が後続する事例を検索

①品詞「形容詞」に検索条件を追加するために
「短単位の条件の追加」をクリック

❶

後方共起条件を利用して検索



例） 語彙素「凄い」に形容詞の連体形が後続する事例を検索

後方共起条件を利用して検索



例） 語彙素「凄い」に形容詞の連体形が後続する事例を検索

❷

② 「活用形」（大分類） を選択 ③ 活用形として「連体形」を選択❸

後方共起条件を利用して検索



例） 語彙素「凄い」に形容詞の連体形が後続する事例を検索

後方共起条件を利用して検索



①「後方共起条件の追加」をクリック
❶

例） 語彙素「凄い」＋形容詞の連体形に、更に普通名詞が後続する事例を検索

後方共起条件を利用して検索



例） 語彙素「凄い」＋形容詞の連体形に、更に普通名詞が後続する事例を検索

後方共起条件を利用して検索



例） 語彙素「凄い」＋形容詞の連体形に、更に普通名詞が後続する事例を検索

❷

後方共起条件を利用して検索

88件の検索結果が見つかりました。



大分類

中分類

小分類

例） 語彙素「凄い」＋形容詞の連体形に、更に普通名詞が後続する事例を検索

後方共起条件を利用して検索



大分類



中分類



小分類



「頻度」について
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「度数・頻度」「粗頻度」

• 度数・頻度：コーパスから取り出された生の件数の値。

• 粗頻度 raw frequency：コーパスから観測された頻度情報。rawには、「生の、未加工の」といった意
味があり、コーパスから取り出された状態のまま、調整を加えていないことをふまえ、このように呼ぶ。

• 粗頻度の特性：元となったコーパスサイズの情報が含まれていない。「10回」という粗頻度が1万語コー
パスから得られた10回なのか、100万語コーパスから得られた10回なのか示されていない。

↓

サイズの異なるコーパスから取り出された粗頻度は互いに比較できない。

石川慎一郎「ベーシックコーパス言語学」ひつじ書房(2012)p.113-114
38



「調整頻度」

• 調整頻度 adjusted frequency ：異なるコーパスから得られた頻度の相互比較が可能になるよう、
粗頻度を一定の基準によって調整した値のこと。

• 調整頻度の特性：

– たとえば、500万語コーパスから得られた10回と、2,000万語コーパスから得られた30回を、
そのまま比較することに意味がない。

– 共通の物差しを用意して、個々の頻度をそれにあわせて調整する必要がある。

– 最も単純な方法は、度数÷総度数 で求めること。

• 0.000002回(10÷500万)と、0.0000015回(30÷2,000万)

※あまりに値が小さく、扱いがたい。

→ 単純な相対頻度に変えて、調整頻度を用いる。

石川慎一郎「ベーシックコーパス言語学」ひつじ書房(2012)p.114
39



「PMW」

• 調整頻度の基準値にはさまざまな値を使用できるが、値をある程度大きくして読み取りやすくするた
めに、コーパス研究では、通例、
「100万語あたり調整頻度」
が使用される。

• PMW per million words：100万語あたり調整頻度は、英語の頭文字をとり、PMWと表記する。

• 0.000002回(10÷500万)×100万=2回

• 0.0000015回(30÷2,000万)×100万=1.5回

• ただし、常にPMWが適当なわけではない。100万語未満のコーパスには不適とする立場がある。

– 調整しようとするすべてのコーパスサイズの下限値を超えない範囲で最も大きな10の乗数
(1万、10万、100万、1,000万…）を選ぶのが原則。

石川慎一郎「ベーシックコーパス言語学」ひつじ書房(2012)p.115                                 40
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年齢 男性 女性 計

10代以下 43,863 5,775 49,638 

20代 118,009 100,957 218,966 

30代 111,782 160,995 272,777 

40代 91,318 159,261 250,579 

50代 64,171 144,314 208,485 

60代 55,265 71,048 126,313 

70代以上 75,782 38,180 113,962 

不明 2,033 4,327 6,360 

合計 562,223 684,857 1,247,080 

形式名 語数

雑談 931,137 

用談相談 235,061 

会議会合 80,882 

合計 1,247,080 

場面名 語数

自宅 231,556 

職場 114,814 

学校 66,278 

施設 567,570 

室内 170,632 

屋外 61,126 

交通機関 35,104 

合計 1,247,080 

調整頻度を出すために必要な「語数表」①

「5_cejc_wc.xlsx」より集計し、
「6_CEJC_語数表_形式と場面と年齢と性別と
話者間の関係性.xlsx」を作成
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話者間の関係性 語数

サービス場面関係 13486
家族 295232
家族・サービス場面関係 9851
家族・親戚 79534
Ａ家族・友人知人 6430 66,632 

仕事関係 86508
Ｂ仕事関係・同僚 2437 5,721 

仕事関係・同僚・友人知人 2452
Ｃ仕事関係・友人知人 24108 28,254 

先生生徒 14501
先生生徒・友人知人 27872
先生生徒・友人知人・同僚 9891
同僚 87499
Ｂ同僚・仕事関係 3284 ×

友人知人 489609
友人知人・サービス場面関係・初対面 4909
Ａ友人知人・家族 60202 ×

友人知人・家族・初対面 6383
Ｃ友人知人・仕事関係 4146 ×

友人知人・仕事関係・初対面 9723
友人知人・先生生徒・仕事関係 9023

合計 1,247,080 

調整頻度を出すために必要な「語数表」②

✓ 付与されたそのままで集計したもの
→ 分類にゆれがあるためそのまま使わない。

✓ ABCはアノテーション作業のゆれ。使用する場合
は合計し、合計した数値を使う。

✓ なお、中黒で並列されているものは、いずれかの関
係性であり特定する情報は付与されていない。

✓ 特定できるものだけを抜粋したものは右の表。
✓ 話者間の差異を見るのにはこの右の分類のみ使用
することを推奨。

話者間の関係性 語数

家族 295232

家族・親戚 79534

友人知人 489609

同僚 7499

仕事関係 86508

サービス場面関係 13486

先生生徒 14501

合計 1066369



集計例
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文末の「じゃん」を検索
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ここは好みで適宜変更する。

このオプションは基本的にはデフォルトでよい。

④ここをクリックしてダウンロード

① 「発話単位末から」を選択

❶

②検索対象
「語彙素」選択

③検索ワードを入力

❷

❸

2,349件の検索結果が見つかりました。



検索結果をダウンロードとしてファイル保存
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• 特に指定しなければ「ダウンロード」フォルダに、「 kwic-6848463.csv」のようなファイル名で保

存される。

• ダウンロードしたファイルをクリックして開き（Excelが起動することを想定）、「ファイル」→「名前を

付けて保存」という操作を行い、形式「Excelブック」を指定し、たとえば、「じゃんCEJC.ｘｌｓｘ」のよ

うな名前で保存する。

※必ず、形式「Excelブック」を指定すること。

参考（ Googleスプレッドシートを使用する場合）：

① Googleドライブの「マイドライブ」の適当なフォルダに，「 kwic-6848463.csv 」をドラッグして、アップ

ロードする。

② アップロードしたファイル名をダブルクリックし、上部に表示される「Googleスプレッドシートで開く」をクリック

し、ファイルを開く。

③ 「ファイル」タブの「Googleスプレッドシートとして保存」をクリックして保存し、名前を「じゃんCEJC」のように

変更するとよい。



ピボットテーブルの作成
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1. 「挿入」→「ピボットテーブル」（一番左にあり）→
「OK」。

2. 「キー」を「値」のところへドラッグ＆ドロップする。

3. 「年齢」にチェックを入れる。 →「行」に挿入され
る。

4. 「性別」を「列」のところへドラッグ＆ドロップする。

5. 左のテーブル上の「列ラベル」を「降順」に。

※図の左のように集計される。



ピボットテーブルの作成
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参考（ Googleスプレッドシートを使用する場合）：

① 「データ」→「ピボットテーブル」→「作成」。

② 「行」の「追加」をクリックして「年齢」を選択。

③ 「列」の「追加」をクリックして「性別」を選択。

並べ替えを「降順」に。

④ 「値」の「追加」をクリックして「キー」を選択。



年齢・性別の集計→調整頻度→グラフ
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「5-9歳」の位置に注意。
たとえば、10代～70代
で集計してみる。

※赤字はセル名の例
※調整頻度、たとえば、
左上のセルにこのよう
に数式を入れれば、残
りのセルはそのコピーで
よい。

語数表 粗頻度 調整頻度

年齢 男性 女性 年齢 男性 女性 年齢 男性 女性

10代以下 43,863 5,775 10代以下 107 16 10代以下 2439.413629 2770.5628

20代 118,009 100,957 20代 362 229 20代 3067.562644 2268.2924

30代 111,782 160,995 30代 242 327 30代 2164.928164 2031.119

40代 91,318 159,261 40代 219 241 40代 2398.212839 1513.2393

50代 64,171 144,314 50代 94 262 50代 1464.836141 1815.4857

60代 55,265 71,048 60代 73 78 60代 1320.908351 1097.8493

70代以上 75,782 38,180 70代以上 68 29 70代以上 897.310707 759.55998
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10代以下 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上

男性 女性

「じゃん」の年齢別・性別の調整頻度（PMW)

=Q4/M4*1000000M4 Q4



形式の集計→調整頻度→グラフ
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「じゃん」の形式別の調整頻度（PMW)

0
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2500

雑談 用談相談 会議会合

語数表 粗頻度 調整頻度

形式名 語数 形式名 語数 形式名 語数

雑談 931137 雑談 1895 雑談 2035.146

用談相談 235061 用談相談 401 用談相談 1705.94

会議会合 80882 会議会合 53 会議会合 655.2756



話者間の関係の集計→調整頻度→グラフ
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「じゃん」の話者間の関係別の調整頻度（PMW)

語数表 粗頻度 調整頻度

話者間の関係性 語数 話者間の関係性 語数 話者間の関係性 語数

家族 295232 家族 855 家族 2896.028

家族・親戚 79534 家族・親戚 114 家族・親戚 1433.349

友人知人 489609 友人知人 898 友人知人 1834.117

同僚 87499 同僚 122 同僚 1394.302

仕事関係 86508 仕事関係 114 仕事関係 1317.797

サービス場面関係 13486 サービス場面関係 11 サービス場面関係 815.6607

先生生徒 14501 先生生徒 5 先生生徒 344.8038
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